
（１）東京国際空港（羽田）の整備

東京国際空港(羽田)は、国内航空旅客の約６０％が利用する国内航空輸送ネットワー

クの要ですが、今後さらに国内航空需要の増大が見込まれる中、既にその能力の限界に

達しています。

本事業は、新たに４本目の滑走路等を整備し、年間の発着能力を現在の２８．５万回

から４０．７万回に増強して、発着容量の制約の解消、多様な路線網の形成、多頻度化

による利用者利便の向上を図るとともに、将来の国内航空需要に対応した発着枠を確保

しつつ国際定期便の受入を可能とするものであり、平成１６年度から事業化が認められ

ています。

平成１８年度予算では、新設滑走路・連絡誘導路の工事及びエプロン、新管制塔の整
備等関連事業を実施します。

１８年度要求額 １，６２６（６０５）億円

※（ ）内は前年度予算

〈財源スキーム〉
○整備事業費の約２割程度、概ね１，３００億円について、地方公共団体が無利子貸付
にて協力。

○残りの事業費については、総額概ね、国費（一般会計から受入）：財投＝３：５で手
当て。

〈税制上の支援措置〉
○新設滑走路等に係る国有資産交付金の特例。

１．大都市圏拠点空港の整備

再拡張により発着容量が１．４倍増加

《１２．２万回／年（１６６便／日に相当）増加）》

〔現行〕

２９便／時間
２８．５万回／年

《391便／日(782回)に相当》

〔再拡張後〕

４０便／時間
４０．７万回／年

《557便／日(1114回)に相当》

【羽田空港再拡張概略図】
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＜事業の概要＞



羽田空港再拡張事業の整備概要

羽田空港再拡張事業に係るスケジュール
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【滑走路新設】 【環境アセスメント関係】 【関係者間調整】

H17．４月～

H18春～

Ｈ21末

現 地 着 工
・航路移設工事（浚渫）
・滑走路島建設工事
・保安・付帯施設工事

供 用 開 始

１７

H17．３．２９

実施設計

15社JVと契約
（埋立・桟橋組合せ工法にて決定）

現地着工までに手続終了

準備書作成

評価書手続き

漁業者との調整
東京港港湾計画の変更

【国際線地区ＰＦＩ】

実施方針の策定・公表
(４月１５日)

特定事業の評価、選定、公表
(６月２９日)

事業者の募集
(７月２９日)

ＳＰＣとの契約締結
（エプロン等：3月、旅客・
貨物ターミナル：6月）

設計、工事

準備書手続き

航空保安施設整備
ﾌﾗｲﾄﾁｪｯｸ

（方法書の手続き終了）

旅客ターミナル
貨物ターミナル
エプロン等
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滑走路整備事業

滑走路平行方向断面図



事業費 ４０１ （ ４１８）億円

借入金償還 ７８６ （ ７５９）億円

１８年度要求額 １，１８７ （１，１７７）億円

※（ ）内は前年度予算

平成１８年度は、第２旅客ターミナル南側部エプロンの整備、誘導路新設を実施す

るとともに、誘導路の液状化対策（地盤改良）、航空保安施設の機能向上等を行いま

す。

＜事業の概要＞

第１期計画 Ａ滑走路整備（昭和６３年７月供用） 第３期計画 Ｃ滑走路整備 （平成 ９年 ３月供用）
第２期計画 西ﾀｰﾐﾅﾙ〈第１旅客ターミナル〉整備 Ｂ滑走路整備 （平成１２年 ３月供用）

（平成５年９月供用） 第２旅客ﾀｰﾐﾅﾙ整備（平成１６年１２月供用）
※第３期計画については平成１８年度を目途に完了予定

羽田空港は、国内航空交通の中心として全国４８空港との間に１日約４００往復（平

成１７年８月ダイヤ）のネットワークが形成され、国内線で年間約５９００万人（平成

１６年度定期便実績）の人々が利用しています。

羽田空港の重要性に鑑み、今後とも、国内航空交通の中心としての機能を確保してい

くため、既存施設についても空港能力、利便性、安全性、耐震性の向上を図ることが不

可欠であり、そのための整備を推進し、羽田空港の機能向上を目指します。

羽田空港の機能向上

沖合展開事業［昭和５８年度～平成１８年度（予定）］
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第２旅客ターミナル南側部エプロンの整備

誘導路新設

平成１８年度主要整備範囲

：液状化対策済み

〈参考〉


